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＊詳しくは、水道課下水道係 公53-21 11（内線271）までお問い合わせ下さい。＊ 

神原・蒔田・沢部

舞護轟薫奪 

平成11年度より事業を実施していた蒔田地区農業集落排水事業が平成15年度で完了し
ました。本地区は、平成13年12月に汚水処理施設が完成し、平成14年よりー部供用を開
始していました。 

これまで、家庭内のトイレ、台所、風呂、洗面所等から道路の側溝等に垂れ流しにな
っていたし尿及び生活雑排水が、農業集落排水処理施設（下水道）に加入することで、 
環境にやさしく、衛生的に処理されるので、トイレからの悪臭が無くなり、ハェ・蚊等
も少なくなります。また、農業集落排水事業における施設の整備は、農業用水の水質保全、 
公衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全のため、なくてはならないものであり、直接
皆様方の日常生活の改善、向上に役立つものであります。 

、き、 	  一一一、 	 カ 

'~rど！ニー一一一町が指定する「指定排水設備業者」でないと工事を施工できないことに 

なっています。これは排水設備の設置やトイレの水洗化工事を適正に行っていただけるように
定めているもので、諸々の手続きを申請者に代わって行ってくれます。 

FF届「盲頭ーは？ 
し4甲三でニーー 	～家屋及び宅地内の工事費は、自己負担となっております。これに対し、 

町では奨励金を交付しています。 （期間がありますので、詳しくは役場水道課下水道係まで） 

農業集落排水の処理区域を能率的な管理の下で、農業集落排水事業の健

全な運営を確保するための経費として、使用者の水（水道水及びその他の水）の使用態様を勘
案し、汚水量として認定し負担していただくものです。 

同地区で農業集落排水処理（下水道）に加入している、 

三軒町の中西昭治さんの声を紹介します。 

「去年の10月から加入している。設置にはお金がかかったがその分の価値はあ
った。加入前は汲取り式だったので臭いとノロ二が気になっていたが、今はその心 

配もなく快適で健康的なる。孫が遊びにきても安心して使っている。」 	声ト 
	多ニジ＞ 

	汐 
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噛 I ’ 町内の一人暮らし老人に配達する昼食の弁当づくりが3月18日、 
電；；セーi 中央公民館で行われました。 

欝湖扇誓轟-A難 LA:4.L-f1' A-J 	灘窃轟関慧籍競態 
懲畑 委員協議会（会長＝木村治利）の協力を得て行っている配食サービス。 
ノ『~ この日配達する弁当約300個が同婦人会々員約20人と関係者の

くこ争 ． 手によって次々と作られ、昼には民生委員らにより一人ひとりに 
~ 手渡し喜ばれていました。 

金⑤旦⑩調鷹審終了 
平成15年度の 「だれにでもできるやさしい講座」 の閉講

式が 3 月19日、受講者約50人が参加して中央公民館で開催
されました。 

金木町ボランティア活動推進協議会（委員長＝渋川正義） 
が主催した今年度の講座は、介護講座や三内丸山遺跡を見
学した移動学習など 5回実施され延べ約190人が参加。 

閉講式では、この前に行われた『健康食づくり』でつく
った果物を使用した料理を会食しながら、今年度の講座や
来年度の講座などについて話し合っていました。 

シニコズ涯灘⑩l醸吃lt尋かル太会開催 
金木町社会福祉協議会（会長＝角田昭次）が主催する毎

年年度末に行われている恒例の金木町シルバーゲートボー 
ル大会が 3月26日、農業者トレーニングセンターで開催さ
れ参加4チームが熱戦を繰り広げました。 
開会式では角田会長が「今日一日楽しく過ごし、ケガの

無いよう頑張ってください」 とあいさつ。今シーズンに向
けた準備運動的な今大会は蒔田、川倉、金木、嘉瀬の 4 チ 
ームによるリーグ戦で行われ、選手たちはゲート通過に一
喜一憂。結果は金木チームが優勝しました。 
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金木ライオンズクラブ（会長＝佐藤孝一）が「かけがえ
のない地球を未来の子らへ」 というスローガンのもと、今
年で 2回目となるサケ稚魚放流会を 3 月28日、喜良市地区
の金木川で行いサケの稚魚 5万匹を放流しました。 
金木川がサケが上るきれいな川になることを願った放流

会には、町内の児童に父母ら約百人がバケツを手に参加。 
放流の説明を受けた児童たちは、体長 5 センチ前後約 5g 
の稚魚を自分たちにバケツに小分けしてもらい、 「元気に
帰ってきて」と歓声を上げながら次々と放流していました。 

轟 

働く妙率た宙を翻励 
3月30日、役場教育長室において町内で新聞配達をしながら、 

一生懸命に学んでいる勤労少年たち（対象者 6人）を招いた激励
会が行われました。 
この日教育長室を訪れた 3人に、金木町働く少年を励ます会の

沢田茂会長が「これからも皆さんの活躍を期待しています。交通
事故にあわないように気をつけて頑張ってください。皆さんにわ
ずかではありますが、商品券を贈呈しますので活用してください」 
と激励。一人ひとりに商品券を手渡し、働く少年の日頃の苦労を
ねぎらいました。 
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＝「二血二 呈霧ー 

ンフレット配布など行います。 

また、 5月 2日午後1時から歌謡ショー開催と期間

中には老人ホームへ歌手とー緒に訪問して歌などの披

露もいたします。芦野公園さくらまつり期間中にはど

うぞ東京ふるさと金木会のテントにおいでください。 

皆さんのご来訪をお待ちしております。 

故郷の皆さん、だいぶ暖かくなってきたようですね。 

東京は今、桜が満開です。3月28日に東京錦糸町の猿江恩師公園で東京金木会と五所川原会、 

木造会のほか青森県県人会の人たちと盛大に 「花見会」が開催されました。 

ここ数日の天気はぐずつき気味でしたが開催当日の天気は、私達の花見会を祝うかのように最 

高の花見日和となりました。青森県内の各故郷会など12組約170名が参加し、そのうち金木会の参 

加者は47名。まるで金木会のための花見会となりました。 

参加者各自が持ち寄った故郷の手作り料理を酒の肴に、時を忘れ、故郷の思い出話などで楽し 

い一日を過ごさせていただきました。 

東京ふるさと金木会では今年も芦野公園の花見期間 

中は公園内でテントを張り、甘酒の無料提供と観光パ 雄瓶誌騒難織＝雌津嚇‘糾h’二4二桑 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-3-22 アドニス天野 2F 
加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・FAX 03-3942-9171 

花見会参加者による記念撮影 

今回は、工藤会長から東京で開催された『花見会』 

など金木会の近況を紹介します。 
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臨
げ
注
納
吋
特
例
の
申請
は
忘
れ
ず
 

国
民
年
金
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

納
付
特
例
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
 

日
本
国
に
住
ん
で

い
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
は
、
学
生
を

含
め
て
す
べ
て
の
方
が

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
学
生
の
方
は
収
入
が
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
 

そ
こ
で
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
（

コ
ピ
ー
可
）
、
年
金
手
帳
、
 

印
鑑
等
を
持
参
し
て
お
住
ま
い
の
町
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
申
請
す
る

と
、
本
人
の
前
年
度
所
得
が

一
定
額

（
六
十
八
万
円
）
以
下

の
場
合
で

あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
学
生

納
付
特
例
を
希
望
す
る
方
は
在
学
中
、
申
請
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

な
お
、
万
が

一
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残

っ
た
時
は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

蘭

渚
蹄
年
金
と
雇
用
保
険
の
調
整
に
つ
い
て
 

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
で

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
と
老
齢

厚
生
年
金
が
同
時
に
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
が

停
止
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
平
成
十
年
四
月
一
日
の
前
日
ま
で
に
、
老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
権
が
発
生
し
た
方
に

つ
い
て
は
、
こ
の
調
整
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
調
整
が
行
わ
れ
る
の
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
出
向
い
て
、
求

職
の
申
し
込
み
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
日
か
ら
、
求
職
申
込
み

に
係
る
基
本
手
当
の
受
給
期
間
が
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期

間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
こ
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
期
間
に
お
い
て
も
、
基
本
手

当
の
支
給
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
日
が

一
日
も
な
か
っ
た
月
が
あ
る
場

合
に
は
そ
の
月
に
つ
い
て
は
、
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
老
齢
厚
生
年
金

の
支
給
停
止
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
老
齢
厚
生

年
金
の
支
給
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
、
三
ケ
月
程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
さ
い
。
 

広職か腐ぎ 76年4月骨叫  



基本的な注意事項 

薬局長 三 上 昭子 

ク
 

鵬
 

服
薬

の
中
止
に

つ
い
て
 

病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬
は
、
症

状
が
軽
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
自
己
判
断
で
勝
手
に
服
用
を

中
止
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
急
に

薬
を
中
止
す
る
と
リ
バ
ウ
ン
ド
現

象
と
い
っ
て
、
反
動
か
ら
か
え
っ

て
症
状
が
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
特
に
血
圧
降
下
薬
、
消
化

性
潰
蕩
治
療
薬
、
副
腎
皮
質
ホ
ル

モ
ン
剤
、
抗
菌
薬
（
抗
生
物
質
）
 

な
ど
で
は
注
意
が
必
要
で
す
。
 

飲
 
酒
 
と
 
の
 関
係
 

一
般
に
ア
ル
コ
ー
ル
は
薬
の
作

用
を
強
く
し
、
お
酒
と
一
緒
に
薬

を
飲
む
と
大
変
危
険
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
糖
尿
病
治
療
薬
、
血
圧

降
下
薬
、
抗
不
安
薬
、
催
眠
鎮
静

薬
、
鎮
痛
薬
、
抗
生
物
質

（
一
部
）
 

グ
 
 な

ど
で
は
と
て
も
危
険
で
す
。

ア
 

ル
コ
ー
ル
は
“
百
薬
の
長
）
と
も

い
い
ま
す
が
、
薬
の
服
用
中
は
飲

酒
を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

薬
 
の
 
飲
 
み
 
忘
 
れ
 

薬
の
種
類
や
作
用
時
間
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
は

気
が
付
い
た
時
に
直
ぐ
に
服
用
し

ま
す
。
次
回
の
服
用
時
間
が
迫
っ

て
い
る
時
に
は
、
忘
れ
た
分
は
服

用
せ
ず
次
回
か
ら
き
っ
ち
り
と
服

用
し
て
く
だ
さ
い
。
一
旦
一
、
三

回
服
用
す
る
薬
は
最
低
四
、
五
時

間
、
一
日
一
回服
用
す
る
薬
は
最

低
八
時
間
く
ら
い
の
間
隔
を
あ
け

て
く
だ
さ
い
。
 

薬
 
の
 
服
 
用
 
時
 
間
 

薬
を
決
め
ら
れ
た
時
間
に
服
用

す
る
こ
と
に
は
、
薬
の
効
果
を
最

も
よ
く
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
ま
た

副
作
用
を
防
止
す
る
た
め
な
ど
の

理
由
が
あ
り
ま
す
。
 

「
食前
」
と
は
食
事
の
約
三
十

分
前
、
「食
後
」
と
は
食
事
の
約

三
十
分
後
、
「食
間
」
と
は
食
事

の
約
二
時
間
後
、
「寝
る
前
」
と

は
就
寝
約
三
十
分
前
に
服
用
す
る

こ
と
で
す
。
ま
た
「
時
間
毎
」
と

は
食
事
に
関
係
な
く
一
定
の
間
隔

で
服
用
す
る
こ
と
で
す
。
 

薬
は

水
、

白
湯
 

で
 

薬
は
水
に
溶
け
る
こ
と
に
よ

り
、
腸
の
粘
膜
か
ら
吸
収
さ
れ
や

す
く
な
り
、
そ
の
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
水
な
し
で
薬
を
服
用
す
る

と
、
の
ど
や
食
道
に
引
っ
か
か
り

炎
症
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
薬
は
コ
ッ
プ

ー
 

杯
程
度
（
約
二
〇
〇
戒
）
の
水
あ

る
い
は
白
湯
で
服
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ジ
ュ

ー
ス
や
コ
ー
ラ
な
ど
で

服
用
す
る
と
薬
の
効
果
が
強
く
な

っ
た
り
、
弱
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
危
険
で
す
。
 

軟
 
膏
 
使
 
用
 
時
 

i

"
,

！

・
 

軟
膏
を
使
用
す
る
際
に
は
、
ま

ず
、
手
を
良
く
洗
っ
て
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
少
量
の
軟
膏

を
指
先
に
と
り
、
患
部
に
薄
く
の

ば
し
ま
す
。
塗
る
と
き
に
は
、
患

部
を
強
く
こ
す
ら
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

点
眼

剤
使

用
時
 

点
眼
剤
を
使
用
す
る
際
に
は
、
 

ま
ず
、
手
を
石
鹸
で
良
く
洗
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
下
ま
ぶ
た

を
指
先
で
軽
く
引
き
、
一
、
二
滴

点
眼
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
 

一
分
程
度
ま
ぶ
た
を
閉
じ
て
い
る

と
よ
り
効
果
的
で
す
。
点
眼
の
際

に
は
、
容
器
の
先
端
を
ま
ぶ
た
や

ま
つ
げ
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
 
 

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
二
種
類
以

上
の
点
眼
剤
を
使
用
す
る
時
に

は
、
五
分
程
度
の
間
隔
を
あ
け
て

点
眼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

坐
 
薬
 
使
 

用
 
時
 

坐
剤
の
後
部
を
指
先
で

つ
ま

み
、
先
の
丸
い
方
か
ら
肌
門
に
入

れ
ま
す
。
坐
剤
が
挿
入
し
づ
ら
い

場
合
に
は
、
体
温
で
暖
め
る
か
水

に
ぬ
ら
す
と
良
い
で
し
ょ
う
。

一

般
に
排
便
後
や
寝
る
前
に
使
用
す

る
と
効
果
的
で
す
。
坐
剤
は
室
温

以
上
の
温
度
で
変
化
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
の
で
、
必
要
に
よ
り
冷

蔵
庫
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

吸
 
入
薬

使
 
用
時
 

瑞
息
の
発
作
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
予
防
す
る
タ
イ
プ
と
、
発
作
後

の
症
状
を
抑
え
る
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
薬
は
、
 

作
用
が
強
力
な
の
で
医
師
の
指
示

し
た
吸
入
回
数
は
き
ち
ん
と
守
り

ま
し
ょ
う
。
吸
入
後
は
、
口
内
に

付
着
し
た
薬
に
よ
っ
て
起
こ
る
た

だ
れ
な
ど
の
炎
症
を
抑
え
る
た
め

の
う
が
い
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
 

病
院

で
処
方
さ
れ

る
薬
 

医
師
が
患
者
の
状
態
を
診
察
し

て
一
人
ひ
と
り
の
症
状
に
あ
っ
た
 
 

薬
を
選
び
処
方
し
て
あ
り
ま
す
。
 

症
状
が
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
 

他
人
に
渡
し
た
り
勧
め
た
り
貸
し

た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
特
に

大
人
に
処
方
さ
れ
た
薬
を
、
量
を

減
ら
し
た
か
ら
と
い
っ
て
子
ど
も

に
使
用
し
た
り
す
る
の
は
、
大
変

危
険
な
こ
と
で
す
。
 

ま
た
、
残
っ
た
薬
を
別
の
機
会

に
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
医
師

が
処
方
す
る
薬
は
、
診
察
を
受
け

た
と
き
の
症
状
に
あ
わ
せ
た
も
の

で
す
。
同
じ
症
状
が
現
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
以
前
処
方
さ
れ
た
薬

を
自
己
判
断
で
使
用
す
る
の
は
止

め
ま
し
ょ
う
。
治
療
が
終
っ
た
時

点
で
残
っ
た
薬
は
、
原
則
と
し
て

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
 

他
 
の
 
病
 
院
 
の
 
薬
 

別
の
病
気
で
い
つ
も
と
違
う
病

院
、
診
療
科
を
受
診
す
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

場
合
は
、
自
分
の
服
用
し
て
い
る

薬
に
つ
い
て
、
必
ず
担
当
の
医
師

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
薬
の
中
に

は
、
一
緒
に
服
用
す
る
と
作
用
が

強
く
出
る
も
の
や
、
重
大
な
副
作

用
を
起
こ
す
組
み
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
り
 

薬
は
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
正

し
く
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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斎
藤
さ

く
ら
ち
ゃ

ん
（2
月
2
4日
生
）
 

勲二二一 

今
 

あ
 
す
 
か
 

明
日

香
ち
ゃ

ん
（
2
月
2
9日
生
）
 

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
で

、
す
。
よ
ろ
し
く
ね
 

（両
親
 
和
広
・
美賀
子
よ
り
 

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
 

兄
弟
な
か
よ
く
元
気
な
や
さ
し
い
子
に
育
っ
 

（
父
 章
宏
よ
り
）
 
てね
 

（
母
 
美和
子
よ
り
）
 

JI
ー
、
、
 
I
）
、
、
 

」
、
 

！

ー
 
、
 

津
 
田
 
田
 
田
 谷
 
戸
藤
谷
 

d
P
 

石
 
津
 
奥
 
岡
 中
 
七
 
斉
 松
 

谷
 
岡
 
島
 西
 
田
 中
 
士
 
松
 
海
 中
 
橋
 
藤
 

戸
 

野
 
新
 
川
 
中
 角
 
田
 福
 
小
 鳴
 
田
 
大
 
斉
 

3月末現在 前年同月比

△ 91人

△ 78人

△ 169人 

世帯数 4,071 	7 

男 5, 493人 

女 6, 135人 

計 11,628人 r
 

!
 

訊

r
 

α
 

 
署
 

一
 

⑩Iき昌露＼ 

斎
 
今
 
芭
ル
 

ぐおめでとうう 

藤 さくら（和 広）金 木

明日香（章 宏）金 木 
りょう 	た 

関 了 太（龍 栄）金 木 

〔 おしあわせに 》 

功 司（ 憲 ）車力村

香緒里（ 正）喜良市

聖 司（ 慶 ）鯵ケ沢町

紋 佳（明 男）川 倉

貴 昌（重 夫）川 倉

光 枝（和 之）青森市

彦 人（京 子）金 木

百合香（政 光）中里町 

く や み ， 

セ ツ（ 70 才）嘉 瀬

喜代一（ 71 才）喜良市

昇一郎（ 62 才）金 木

敬 三（ 72 才）金 木

正 男（ 85 才）金 木 

サ ミ（ 91 才）蒔 田

雄 蔵 (73 才）金 木

久 倶（ 67 才）嘉 瀬

芳 雄（ 86 才）嘉 瀬

雅 也（ 20 才）金 木

喜一郎（ 90 才）喜良市

忠 英（ 77 才）嘉 瀬 

雄え％ニり誉 

お
 
セ
 
喜
 
昇
 
敬
 
正
 サ
 
雄
 
久
 芳
 
雅
 

木
 
木
 田
 
木
 
瀬
 瀬
 

この欄は金木町に住所を有している方々を掲載しています。 

、掲載を希望しない方は町民課窓口に届出の際申し出てください。／ 
、 	 ／ 

＼
島
驚
麗
 

   

ト
藤
 

こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
利
用
し

た
い

方
は
企
画
観

光
課
ま
で
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

ロ
三
月
二
十
二
日
 

シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
（
黒
色
）
 

伊
藤
給
油
所
前
路
上
 

口
四
月
五
日
 

カ
ギ
束
（
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
付
）
 

中
柏
木
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
前
路
上
 

心
当
た
り
の
方
は
金
木
警
察

署
落
し
物
係
ま
で
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